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第3章 喫煙、飲酒と健康

体の中でアルコールはどうなるの？

●アルコールは胃や腸からすぐ吸収され血液によって全身に行き渡ります。
●アルコールは特に脳に作用して脳を麻痺させます。
●アルコールの分解能力は一人ひとり違います。

なぜ未成年の飲酒はいけないの？

●飲酒開始年齢とけがの経験率
　飲酒開始年齢が低い人ほど、アルコール
の影響によってけがをしやすくなります。

●飲酒と記憶力
　飲酒をすると記憶力が落ちます。特に若
い人では、飲酒をすると学習成績が極端に
低下します。

●飲酒開始年齢とアルコール依存症
　飲酒開始年齢が低いほど、アルコール依
存症になる人の割合が高くなります。

アルコールの影響によってけがをしたことのある人の割合（％）

飲酒を始めた年齢

（Hingsonら2000）
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アルコールの影響を知ろう！

ま ひ
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第3章 喫煙、飲酒と健康

急性アルコール中毒 アルコールによる急性の影響で、命の危険を伴うまでに至った状態
です。

飲酒量　　　　　　　血中濃度で0.15%以上が中毒域。0.4%以上では死に至る危険性が
高くなります。短時間に日本酒5合またはビール中ビン5本以上飲
んだ場合に0.4%を超える危険があります。

中毒の危険が高い人 ・アルコールの分解の遅い人
 （未成年者、女性、高齢者、体が小さい人、飲酒後顔が赤くなる人）
 ・アルコールに慣れていない人
 ・アルコールの飲み方・酔い方が分かっていない人
症　状　　　　　　　意識がうすれてくるとともに、激しい吐き気、体温低下、血圧低

下、脈が速くなる、呼吸数が減少するなどの症状が出てきます。さ
らに血中濃度が上がると、意識を失って倒れ、死に至ることがあり
ます。また、吐いた物をのどに詰まらせ、窒息で死亡することもあ
ります。

　急性アルコール中毒で病院に運ばれた人を調べると
20歳代が最も多いことが分かります。10歳代にも相当
数認められます。平成18年度に急性アルコール中毒に
よって病院に運ばれた10歳代の数は、男性531名、女性
277名、合計808名でした。

●年齢が低いほど急性アルコール中毒になりやすい！

急性アルコール中毒の
おそろしさを知っていますか？

ちっそく

年代別急性アルコール中毒搬送人員（東京消防庁、2006）
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第3章 喫煙、飲酒と健康

大量飲酒によって脳が縮みます！

　アルコールは、脳の神経細胞に影響を及ぼし、その結果、脳が縮んでいきます。脳に対
するアルコールの影響は、未成年者で特に強いことが知られています。

大量飲酒によって肝臓が障害を受けます！

　肝臓は、アルコールによって最も障害を受けやすい臓器です。最初の段階は、肝細胞に
脂肪がたまる脂肪肝です。さらに飲み続けると、肝硬変になります。女性は男性に比べて、
アルコールによる肝臓障害を起こしやすいと言われています。特に、若い人でアルコール
依存症と拒食症が重なると、栄養不足となり、肝硬変を引き起こしやすくなります。

正常な脳のCT写真C：Aに比
べてやや低い位置の断面。

正常な脳のCT写真A アルコール依存症患者の脳の
CT写真D：（Cとほぼ同じ高さ
の位置の断面）脳の外側に
溝ができ、中央の黒い部分
（脳室）が広がり、脳が全体
に縮んでいます。

アルコール依存症患者の脳の
CT写真B（Aとほぼ同じ高さの
位置の断面）。脳の外側に溝
ができ、中央の黒い部分（脳
室）が広がり、脳が全体に縮
んでいます。

脂肪肝:脂肪の蓄積で肝臓は
肥大し、黄色がかっている。

正常肝臓:肝臓の表面は滑ら
かで、脂肪の蓄積はない。

肝硬変:摂食障害をともなっ
た女性アルコール依存症例の
肝硬変。脂肪の蓄積はほとん
どない。

脂肪肝＋肝硬変:大量の脂肪
の蓄積で肝硬変がはっきり分
からない。

長期にわたる大量飲酒が引き
起こす病気を知っていますか？
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第3章 喫煙、飲酒と健康

全身の多くの臓器に影響を与えます！

食　道
●食道炎
●食道静脈りゅう
●食道がん

口腔・咽頭
●口腔がん

肝　臓
●脂肪肝
●アルコール性肝炎
●肝硬変
●肝がん

末梢神経・筋肉
●しびれなど
●筋力低下など
●骨粗しょう症
●大腿骨頭壊死

すい臓
●すい炎

精　神
●アルコールがきれたときの
　手のふるえ、全身けいれん、
　発汗、不眠など
●うつ病
●幻覚・妄想

脳神経
●外傷、脳出血
●脳萎縮
●記憶障害
●小脳障害（歩行・運動障害など）

心・循環系
●不整脈
●心臓肥大
●心不全
●高血圧

胃・腸
●胃炎
●潰瘍
●消化吸収不良
●下痢
●大腸がん

性腺・生殖器
男性
●性ホルモン低下
女性
●月経不全
●胎児性アルコール症候群

血液・代謝異常
●貧血（栄養障害、出血による）
●高血糖・糖尿病
●高脂血症
●高尿酸血症 （痛風）

もうそう

のういしゅく

たいじせい

こうにょうさんけっしょう つうふう

じょうみゃく

かいよう

だいたいこっとうえし

こうくう いんとう

じゅんかんけい

せいせん

たいしゃいじょう

ぞう

まっしょうしんけい

ぞう

（樋口進（下光輝一編）「アルコールと健康」新企画出版社、2003）
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